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　■スリーブ図の作成

　　梁や壁の貫通部はスリーブ図を作成し施工します。

　■スリーブ位置の整合性確認

　　スリーブは貫通可能な位置等が規定されています。

　　排水管などは勾配を考慮した位置とします。

　■スリーブ構造補強の実施

　　スリーブには基本的に構造補強が必要であり、必要な

　　補強筋をセットます。（建築工事：工事区分要確認）

　■防水、耐火性能の維持

　　外壁貫通、区画貫通など、貫通によって防水、耐火性

　　能が損なわれない様に施工します。

　・絶対に間違えてはいけないのがスリーブ位置です。

　　コンクリート打設前に位置・サイズ・補強筋などを

　　確実に確認しましょう。

　□作成されたスリーブ図は総合プロット図・施工図を基

　　に作成されていますか。

　□梁スリーブのは貫通可能位置に計画されていますか。

　　柱面、梁下端からの離隔、相互間距離、最大スリーブ

　　径など、構造特記仕様書の制約条件を確認してますか。

　□外部への貫通部は防水性能を損なわない納まりを検討

　　し計画されていますか。

　□防火区画貫通部分は具体的な認定工法を確認し、その

　　通り計画されていますか。

　・スリーブの位置修正は非常に困難です。

　・外部への貫通部は不適切な施工による漏水が発生して

　　しまいます。
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壁・梁の貫通部納まり

外壁の貫通部納まり(例)

屋上貫通部納まり(例)
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